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平成２７年度より春日丘 SGH（スーパーグローバルハイスクール）に指定された春日丘高校の「グロ

ーバル課題探求（総合的な学習の時間）」が４月１８日（土）より国際コースの１，２年生でスタートし

ました。東南アジア、東アジアを研究地域にした「グローバル課題探求」の第１回目の講師として中部大

学国際関係学部、青木澄夫教授を招き、中部大学 10 号館（春日丘高校から徒歩 5～6 分）の講義室で授

業を受けました。青木先生は、「日本とアフリカ、東南アジアとの関係、交流史」の研究を専門とし、独

立行政法人国際協力機構（JICA）に２４年間勤務し、インドネシア、ケニア、タンザニアに在勤され、

これまでに 50か国以上を訪問されている国際経験豊富な方です。 

 「Congratulations! 春日丘高校 平成２７年度文部科学省スーパーグローバルハイスクール 東南

アジアが君たちを呼んでいる！」というスライド画面を皮切りに、これからグローバル世界へ踏み

出す生徒たちへの励ましの言葉とともに講義がスタートしました。 

 

  まずは、東南アジアの地理的、歴史的状況（戦時中のアメリカと日本とのフィリピン奪還の争いの歴

史、オランダからの独立を支援した後に支配したインドネシアと日本の関係）をふまえ、「そうした歴史

的背景を持つ国々の高校生と日本人はどう付き合っていくべきか」という観点のお話がありました。青木

先生は、日本は東南アジアにひどいことをしてきたものの、東南アジア諸国は日本を信頼し、親日感情を

もっていること、中でも、インドネシアの日本語学習は世界で 2番目に多いと語りました。さらに、愛知

県の企業の進出状況（インドネシ１１７、カンボジア２、シンガポール５８、タイ２３５、フィリピン３

３、ベトナム８５、マレーシア５１、ミャンマー５）を紹介し、グローバルと言えば「欧米」を浮かべや

すい私たちに、日本経済の今後の方向性をふまえ、アジアへの視点をもつ重要性を話されました。 

  そして話題は、アジア経済発展の基盤となる「インフラ」へ。アジアにおける日本の国際協力、特に

「アジアのインフラ整備に取り組む上での現状と課題」は本日の講義の中心テーマでした。事前学習の段

階では、「インフラ」と「インフレ」の区別ができない生徒もいましたが、「インフラ」＝「道路、鉄道、

港湾、発電、学校、病院、下水道施設」の意味を知り、また、日本の ODA（政府開発援助）の使途は、

主にアジアのインフラ整備にあることを生徒は認識しました。日本のインフラ援助のおかげで経済が活

性化する例を挙げ、特に、国境をつなぐ「橋」「港」の役割を、大陸・半島の国（ベトナム、ラオス、カ

ンボジア、タイ、ミャンマー）と島国（フィリピン、シンガポール、マレーシア、インドネシア）の地理

的特徴をふまえて話していただきました。 

 



そして、授業は「２０１５データブックWORLD」からの資料を活用し、「統計表から読み取れる社

会的背景」へ。「１人当たりの国民総所得による幸福の度合い」では、インドネシア＄３４２０、シンガ

ポール＄４９７１０、＄ラオス１、２７０、など、東南アジアでも様々です。青木先生は『その数字が豊

かな国でも、実は一部の人だけが金持ちで、多くは貧しい場合もある。この数字だけで「豊かさ」を測る

ことはやめよう。「教育」や「保健」といった観点から、国の幸福度を測ろう』と生徒に語りかけ、イン

ドネシア２６パーミル（１０００人の赤ちゃんが誕生した時に１歳まで生きられないのが２６人）カンボ

ジア３４パーミル、日本は２パーミル（青木先生の時代、３０パーミル）、アフリカは１５０パーミル、

といった数字から、どういうものをインフラ的に整備していけばこの数字を減らしていけるかを考えて

いただきたい、と生徒たちに投げかけました。（（（（生徒に答えを述べず、生徒に答えを述べず、生徒に答えを述べず、生徒に答えを述べず、課題課題課題課題をををを発見発見発見発見させる授業スタイルが、させる授業スタイルが、させる授業スタイルが、させる授業スタイルが、

SGH課題探求で目指す授業スタイルです。課題探求で目指す授業スタイルです。課題探求で目指す授業スタイルです。課題探求で目指す授業スタイルです。）））） 

続いて、『幼児死亡率（5 歳までに亡くなる率）』、『お母さんが出産の時に亡くなる率』が高い国、『平

均寿命』が短い国では何が問題なのだろうか、 識字率（日常生活で１５歳以上の人々が読み書きできる

率）は、なぜ女より男の方が多いのか、といった「インフラ」に関わる問題への視点を生徒たちに投げか

けていきました。 

最後は、ジャカルタで大人気の JKT４８の日本人（中川遙香さん）が、インドネシアでどれだけ日本

人のイメージを上げているかという話へ。青木先生によれば、中川さんは「自分を変えるために海外へ飛

び出し挑戦した気概ある日本人」であり、今やインドネシアで最も有名であり、「日本人は勤勉である」

という日本人の文化をインドネシアの国民に伝えている「文化功労者」とのことでした。You tubeより

JKT４８の楽曲を紹介し、インドネシア語の歌とバックに映るインドネシア街の様子、同年齢のインドネ

シア高校生を見て、生徒たちはインドネシアをさらに身近に感じたようです。普段は大学生を教えておら

れながら、高校生の目線に合わせて準備された今回の教材の工夫、そして青木先生の熱意が生徒たちに伝

わり、また、同行した高校教員も興味深く講義に耳を傾けていました。 

ちなみに、次回 5月 2日（土）の「SGH課題探求」の時間では、今回の授業をふまえて、生徒たちは

その克服課題を考え、調べ、グループで意見を交換し、克服課題とその解決方法をまとめてグループごと

に発表し、青木先生よりご高評いただく計画です。 

 

（（（（その他、その他、その他、その他、講義で使用された講義で使用された講義で使用された講義で使用されたスライドスライドスライドスライドの一部の一部の一部の一部））））  

 

 

 


